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７
５
０
人
か
ら
１
０
０
０

人
だ
が
、
も
れ
る
児
童
、

生
徒
が
い
て
は
な
ら
な

い
。

　

‐
大
勢
待
市
長
は
子
育

て
支
援
の
１
丁
目
１
番
地

と
し
て
踏
み
切
っ
た
。

　

阿
部　

給
食
費
を
市
が

負
担
す
る
こ
と
で
、
ど
れ

だ
け
子
ど
も
が
増
え
る
の

か
、
疑
問
だ
。
給
食
費
無

償
化
に
踏
み
切
っ
た
他
の

自
治
体
は
少
子
化
対
策
で

は
な
く
、
物
価
高
騰
対
策

な
ど
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
少
子
化
対
策
と
言

っ
て
い
る
の
は
青
梅
市
長

だ
け
だ
。
政
策
ト
レ
ン
ド

に
乗
っ
た
だ
け
で
は
い
け

な
い
。

　

‐
そ
れ
で
も
新
年
度
当

初
予
算
案
に
賛
成
し
た

が
。

　

阿
部　

私
個
人
と
し
て

は
修
正
案
を
考
え
た
。
た

だ
、
会
派
に
所
属
す
る
以

上
、
自
民
ク
ラ
ブ
の
中
で

き
め
細
か
く
も
、
闊
達
な

議
論
を
し
た
末
、
会
派
と

し
て
賛
成
を
決
め
た
。
個

人
的
に
は
、
親
が
子
ど
も

を
扶
養
す
る
当
た
り
前
の

こ
と
が
で
き
る
経
済
成
長

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
よ

り
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

‐
鴨
居
孝
泰
会
長
ら
と

と
も
に
、
自
民
ク
ラ
ブ
を

ど
う
ま
と
め
、
活
性
化
さ

せ
て
い
く
の
か
。

　

阿
部　

自
民
ク
ラ
ブ
は

構
成
議
員
の
年
齢
層
の
幅

が
広
が
り
、
均
衡
が
と
れ

て
い
る
。
先
輩
を
敬
う
の

は
当
然
と
し
て
、
そ
れ
で

い
て
自
由
な
意
見
が
言
い

合
え
、
集
約
で
き
る
会
派

で
あ
り
た
い
。
議
論
を
重

ね
政
策
提
案
し
て
い
く
、

そ
れ
が
市
民
、各
種
団
体
、

企
業
に
伝
わ
り
、
活
動
が

見
え
る
会
派
に
し
て
い
き

た
い
。
自
民
ク
ラ
ブ
の
会

派
情
報
紙
を
作
成
し
、
市

民
と
の
意
見
交
換
の
場
も

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　

‐
政
治
と
金
の
問
題
で

自
民
党
に
逆
風
が
吹
い
て

い
る
。

　

阿
部　

国
民
感
情
と
し

て
許
せ
な
い
と
い
う
の
は

当
た
り
前
に
理
解
で
き

る
。
問
題
は
不
記
載
や
虚

偽
記
入
な
ど
規
則
に
沿
っ

て
処
理
し
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
っ
て
、
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
そ
の
も
の
が
い

け
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
自
民
党

に
限
ら
ず
国
会
議
員
の
政

治
活
動
と
し
て
、
認
め
ら

れ
た
歴
史
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

収
支
報
告
に
際
し
て
の
ル

ー
ル
を
厳
守
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
地
方
議
員
も

年
に
１
度
、
政
務
活
動
費

の
報
告
書
を
出
し
て
い

る
。

　

‐
大
勢
待
市
長
へ
の
注

文
は
。

　

阿
部　

大
勢
待
色
を
出

し
て
も
、
自
ら
野
党
と
対

立
関
係
を
つ
く
る
べ
き
で

は
な
い
。
み
ん
な
の
意
見

を
聞
き
、
も
っ
と
対
話
の

場
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思

う
。

　

‐
是
々
非
々
で
対
峙
し

て
い
く
関
係
は
向
こ
う
３

年
間
続
く
こ
と
に
な
る
。

３
年
後
の
対
応
は
。

　

阿
部　

失
政
を
感
じ
れ

ば
変
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
市
民
に
と
っ
て
良
く

な
い
市
長
に
な
っ
て
ほ
し

く
な
い
が
、
会
派
で
応
援

で
き
る
候
補
は
し
っ
か
り

用
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

阿
部
悦
博
市
議
に
聞
く
　
給
食
費
無
償
化
は
少
子
化
対
策
か
疑
問

　

‐
市
長
選
で
現
職
が
敗

れ
、
自
民
ク
ラ
ブ
は
野
党

に
な
っ
た
。
大
勢
待
市
政

と
は
対
峙
す
る
立
場
に
な

る
。

　

阿
部　

し
っ
か
り
と

是
々
非
々
で
臨
む
。
感
情

論
で
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ

く
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
。市
民
の
関
心
が
高
く
、

市
民
の
た
め
に
な
る
政
策

で
あ
る
か
、
予
算
の
配
分

も
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た

上
で
新
年
度
予
算
案
に
賛

成
し
た
。

　

‐
改
め
て
市
長
選
を
振

り
返
り
、
思
う
こ
と
は
。

　

阿
部　
「
明
星
大
青
梅

　

青
梅
市
は
大
勢
待
利
明
市
長
に
な
っ
て
半
年
が
経
つ
。
当
初
は
少
数
与
党
を

背
景
に
市
政
の
混
乱
を
懸
念
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
12
月
、
２
月
の
議
会
を
経

て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
メ
イ
ン
と
し
た
子
育
て
施
策
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
新
年
度
当
初
予
算
案
は
青
梅
市
議
会
史
上
初
め
て
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

市
民
目
線
の
政
策
に
異
を
唱
え
ら
れ
な
い
面
も
あ
る
が
、
野
党
の
立
場
に
あ
る

最
大
会
派
、
自
民
ク
ラ
ブ
の
大
局
観
に
立
っ
た
対
応
を
評
価
す
る
声
も
あ
る
。

同
会
派
事
務
局
長
の
阿
部
悦
博
市
議
（
50
）
に
大
勢
待
市
政
に
対
峙
す
る
同
会

派
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
村
信
良
）

キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
の
購
入
」
が

争
点
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
、

「
買
っ
て
何
を

す
る
の
か
」
と

の
疑
問
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
選
挙
戦

術
と
し
て
使
わ

れ
、
地
元
紙
で
無
駄
遣
い

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
。

選
挙
期
間
中
、
市
民
か
ら

「
購
入
す
べ
き
で
な
い
」

と
い
う
反
発
の
声
は
聞
か

な
か
っ
た
。
政
治
評
価
と

選
挙
結
果
は
必
ず
し
も
一

致
せ
ず
、
選
挙
は
人
気
投

票
の
色
彩
も
あ
る
。
国
政

の
失
点
で
自
民
に
は
逆
風

が
吹
き
、
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
に
は
追
風
が
あ
っ

た
。

　

‐
新
年
度
か
ら
市
立
小

学
校
と
中
学
校
に
通
う
児

童
と
生
徒
約
８
０
０
０
人

の
給
食
費
無
償
化
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

阿
部　

青
梅
市
が
や
る

の
は
い
い
。
た
だ
、
給
食

費
無
償
化
は
国
が
や
る
べ

き
政
策
だ
。
小
池
都
知
事

が
国
に
先
行
し
て
給
食
費

無
償
化
を
行
う
区
市
町
村

に
事
業
費
の
２
分
の
１
を

補
助
す
る
支
援
策
を
打
ち

出
し
た
が
、
そ
れ
で
も
踏

み
切
れ
る
自
治
体
は
少

数
。
財
源
確
保
と
そ
の
継

続
性
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。

　

‐
そ
の
課
題
は
青
梅
市

も
同
じ
だ
。

　

阿
部　
「
青
梅
市
子
ど

も
ま
ん
な
か
応
援
基
金
」

を
立
ち
上
げ
、
積
み
立
て

を
行
い
、
事
業
費
に
当
て

て
い
く
と
い
う
が
、
都
の

支
援
策
が
打
ち
切
ら
れ
て

も
継
続
で
き
る
の
か
と
の

懸
念
は
あ
る
。
そ
れ
以
上

に
無
償
化
対
象
者
か
ら
私

立
や
市
外
の
学
校
に
通
う

児
童
、
生
徒
が
外
れ
て
い

る
の
が
問
題
だ
。
推
定
で

　

保
守
系
無
所
属
の
現
新

一
騎
打
ち
と
な
っ
た
奥
多

摩
町
長
選
は
12
日
に
投
開

票
さ
れ
、
現
職
の
師
岡
伸

公
氏
（
70
）
が
、
新
人
で

元
町
教
育
長
の
若
菜
伸
一

氏
（
66
）
を
破
り
、
再
選

を
果
た
し
た
。
得
票
数
は

師
岡
氏
が
１
７
８
１
票
、

若
菜
氏
が
９
５
０
票
。
投

票
率
は
68
・
30
％
と
低

く
、
前
回
73
・
13
％
を
大

き
く
下
回
っ
た
。
当
日
有

権
者
数
は
４
０
５
４
人
だ

っ
た
。

　

師
岡
氏
は
前
回
、
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
推
薦
を

受
け
た
が
、
今
回
は
自
民

党
を
意
識
し
て
、
ど
こ
か

ら
も
推
薦
を
受
け
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
選
挙
戦

で
は
西
多
摩
の
全
首
長
が

支
援
に
入
り
、
師
岡
町
政

の
安
定
性
を
印
象
付
け

た
。

　

８
０
０
票
を
超
す
大
差

は
師
岡
町
政
の
地
固
め
が

進
む
も
の
と
な
り
、
町
役

場
の
建
て
替
え
や
高
齢
者

福
祉
の
充
実
、
教
育
環
境

の
整
備
な
ど
の
施
策
に
思

い
切
っ
て
取
り
組
む
環
境

が
整
っ
た
。

　

師
岡
氏
は
町
議
や
町
議

長
を
経
て
２
０
２
０
年
の

町
長
選
で
現
職
の
河
村
文

夫
氏
を
破
り
、
初
当
選
し

た
。

奥
多
摩
町
長
選
　

現職が勝利、800票の大差
師岡町政の地固め進む

最大野党自民クラブ　是々非々で対峙
市民のためになる政策、予算か十分にチェック

最大野党自民クラブの事務局長
を務める阿部市議

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

令和6年6月の営業

お越

令令
昼のお食事

午前11時～午後3時（受付）
夜のお食事

午後5時～午後7時（受付）
午後9時閉店

昼のみ営業　毎週月曜日

6月の休み
毎週火曜日、12日、26日

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）付）

午後9時閉店

営業時間

昼のみ営業　毎週月曜日

6月の休み
毎週火曜日、12日、26日

夜の部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日前までのご予約制とさせていただきます。

あきる野市小川633
☎042‐559‐8080

ジか
い。

業

昼のみ営業　毎週月曜日

6月の休み
毎週火曜日、12日、26日

夜のの部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日日前前までのご予約制とさせていただきます。

ああきききるる野野市市小小川川663333
☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎0☎04422‐555599‐80880880880800

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）

午後9時閉店

営業時間
あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129


